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描かれる意義についても論じて L 、く。このように中心となる 5 人の女性と、男性では朱雀院と光源氏の出家をとりあ
げ、それぞれの作品における意義を解明してし、く。
論文審査の結果の要旨
登場人物たちはどのような事情で出家するのか、仏道に身を寄せて以降の役割は存するのか、物語舞台から姿を消
してしまうのか、また出家の前と後との描写など、たんなる人物論ではなく、構造論的なスタンスと身体論的な視点
からの考察となっている o 藤壷が死後光源氏の夢に現れる月の夜は、彼女が出家した日の夜と同じ月であったこと、
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それは現世への執着を意味していると論じて L、く。空蝉の出家後は、顔や髪といった具体的な姿は一切記されず、勤
行する姿や衣だけが描写されるのは、空蝉巻における、光源氏との逢瀬の衣が背景に象徴として存することによると
する。六条御息所と光源氏との会話は歌によってなされるだけだが、出家後は歌がなくなり、普通の会話となり、出
家したにもかかわらず「女」と呼ばれるなど、執念深い女性像として描かれるなどと、一人一人の女性について、詳
細な本文の読みによってすぐれた批評と的確な判断を示す。さらに女三宮が出家するにあたって「つらしJ I恨めし」
と発することばは、彼女に物の怪として葱いた六条御息所の、光源氏への思いによって発せられたとし、浮舟は登場
した時から「棄てられた女」としてイメージ化され、出家後は「姫君」と呼ばれるのは、新しい世界に生まれ変わっ
たことを意味する、などと展開して L 、く。
全体としては人物ごとに章を立て、やや羅列的な感じもあり、それらを統一する内容としては「はじめに」と「お
わりに」に言及されるにすぎな L、。個々の人物考証の中で仏道のあり方については触れられるものの、これも一章を
設けて、『源氏物語』の仏教思想と出家の意義を主張してほしいところでもある。ただ、作品を丹念に読み、多くの
文献を利用しながら、数々の新しい発見と人物像を造型した点は高く評価できるであろう。このような次第で、本審
査委員会は、本論文を博士(文学)の学位にふさわしい価値を有するものと認定する。
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